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　　　　The　present　paper　is　a　survey　report　on　the　papers　made　by　Japanese　oto－rhino－laryngolog－

ical　researchers　published　in　the　decade　from　1967　to　1976，　having　an　aim　to　find　the　tendency

and　level　of　papers　of　the　researches　in　the　field．

　　　　The　basic　data　are　collected　from　Science　citation　index　（SCI）　in　the　said　period　and　from

the　papers　themselves　made　by　bio－medlcal　researchers　of　seventy－two　Japanese　medical　schools

and　published　in　foreign　journals．　To　find　the　level　and　evaluation　of　the　papers　by　Japanese

researchers　in　the　o㌻o－rhino－1aryngological　丘eld，　they　are　checked　against　the　lists　in　the　Yeα7

book　of　ololaryngology　（former　Year　book　of　llze　ear，　nose，　ancl　throat）　covering　the　period　of

ten　years　from　1968　to　1977．　References　cited　in　the　three　world　famous　otolaryngological　text－

books　are　also　explored　to　find　the　degree　of　contributions　by　Japanese　researchers　in　the　field．

　　　　A　total　number　of　the　papers　in　the　field　published　in　foreign　journals　in　the　decade　are

257；　a　total　number　of　the　journal　titles　publishing　the　Japanese　contributions　31；　and　a　total

number　of　paper－authors　674，　or　542　real　authors．　The　annual　growth　rate　of　the　number

of　Japanese　papers　shows　an　increasing　tendency　in　the　decade．　Among　72　Japanese　medical

schools，　a　total　of　38　（52．890）　had　the　researchers　who　contributed　to　the　journals　in　the　field．

The　names　of　the　leading　medical　schools　can　be　listed　in　the　order　of　productivity　as：　Kyoto

University　School　of　Medicine　（40　papers），　the　University　of　Tokyo　School　of　Medicine　（33

papers），　Shinshu　University　School　of　Medicine　（18　papers），　Yamaguchi　University　School　of

Medicine　（17　papers）．　The　titles　of　journals　accepted　Japanese　contributions　are　Acta　Otolar．vn－

go／．（58　papers　or　20，690　of　the　total），　Ann．　Otol．　Rhinol．　Laryngol．　（39　papers　or　15．290），　Arck．

Otorhinolaryngol．　（37　papers　or　14．490），　etc．，　and　these　three　journals　publish　eq．　O．290　of　the　total

Japanese　papers　published　in　foreign　journals．　The　number　of　Japanese　papers　published　in　the

decade　and　cited　in　the　Year　book　shows　an　acute　increasing　tendency　from　1975，　and　the　largest

number　of　Japanese　paper　citations　are　found　in　the　field　of　the　“Nose　and　Throat．”　The　three
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major　text－books　have　not　cited　a　large　number　of　Japanese　papers　published　in　foreign　journals．

Other　major　findings　acquired　by　the　present　survey　are　that　insi　itutional　movements　of　some

researchers　and　the　continuity　of　their　research　contents　have　been　clearly　identi丘ed，　and　that

the　fields　of　oto－rhino－laryngology，　especialy　“Ear”　and　“Nose　and　Throat，”　have　been　at　the

Japanese　researchers’　best．
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A．Scienceα’α’ゴ。％lndex，　CorPorate　lndexを用いての調査
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外国の主要テキストブックに引用された日本人研究者の論文

国際会議における発表演題

IV．　まとめ

1．はじめに

　研究者の利用する文献は，専門分野によって多少の相

違はあっても，その数は著しく多くなっている。文献の

種類は，単行本をはじめ，学会誌，商業誌などの定期刊

行物，大学紀要，学会や研究発表会の予稿集，政府刊行

物，あるいは内外の特許資料などがある。また，抄録誌

および索引誌のような二次資料もよく用いられ，分野に

よってはプレプリントの活用の盛んなところもある。1）

そのため，研究者は直接関係する分野の雑誌，またその

周辺分野の雑誌を含めると，著しい数の文献に接しなけ

ればならなくなる。このことは，研究者が自分の専門と

している分野に関係のある研究論文をすべて読破するこ

とを不可能にしている。そのため雑誌の活用は，内容に

信頼のおける，しかも公共性の高い雑誌が中心になる。

これは投稿論文にも当てはまることであり，論文内容の

適切な評価を受けたいがために，研究者の多くは，レフ

ェリー制度の確立した高度の内容をもつ学術雑誌への掲

載を望んでいる。それに加えて，わが国の医学研究者は

国内雑誌より外国雑誌への投稿を重視する態度が一般的

である。このため筆者は，わが国の生物・医学研究者の

外国雑誌の掲載傾向について，Science　citation　index

を使用し，全国の大学医学部・医科大学に所属する研究

者を対象に1976年の1か年について計量的に調査し，

その全望を明らかにした。2）しかし，この調査では，日

本の医学の研究活動，研究水準等，いわゆる科学の社会

学的調査は未調査で，その点をどの様に計量的に扱うか

は課題として残されている。文献の計量的な調査は，古

くはColeとEales3）によって1917年忌行われ，最近で

はFrameとNarin4）・5）によって行われており，わが国

でも日本人研究者を対象にして，生物化学分野において

本田，6）稲垣と中村7）の報告，物理学の分野では森野8）

の報告などがある。しかし，臨床医学分野の各科別には

詳細に報告されたものは見当らない。今回は，先に報告

したなかで明らかにされた臨床医学分野のうち，外国雑

誌掲載論文の多い耳鼻咽喉科領域の欧文論文をとりあげ

た。そして，これらの論文を計量的に調査した結果か

ら，この分野のわが国の研究者の研究動向を推測するこ

とを企て，いくつかの興味ある知見を得たので，ここに

報告する。

II．調査方法

A．Science　Citαtion　lndex，　CorPorαte　lndexを用い

　　ての調査

　調査のデータはScience　Citation　lnt　ex（以下SCI

と略す）のCorPorate　inde．y9）からのデータを用い，最
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近10年間（1967～1976年）に，全国大学医学部・医科大学

の耳鼻咽喉科に所属する研究者が外国欧文雑誌に発表し

た論文を選び出し，調査の基礎資料とした。Sαは世界

中の医学雑誌のすべてを網羅しているわけではないが，

最も頻繁に引用された文献を算定基準に，その分野で意

義のある重要な雑誌を収録している。医学雑誌の収録数

は，世界中の医学雑誌の中から主要な専門誌975が選定

され，そのうち耳鼻咽喉科関係の収録雑誌は15誌であ

る。10）・11）SCIはFrameとNarin12）・13）による文献の

計量的調査や，Price14）・15）の科学の社会学的調査にも使

用され，さらにNSF（全米科学財団）やNIH（米国国

立保健研究所）の研究費の配分の際，業績評価の資料と

しても使川されている。16）そのためSC1を使用するこ

とで，日本の耳鼻咽喉科研究者が外国欧文雑誌に発表し

た論文の大部分をカバーできるものと考えた。

B・イヤーブックとテキストブックを用いての調査

　次に外国雑誌に発表された論文の水準と評価を知る1

手段として，国際的な耳鼻咽喉科のイヤーブック，Year

book　of　the　ear，　nose　and　throat，1968～1975，および

y磁γbooko　Of　otolaγ）；ng’olog：y，1976～1977（以一ドYeaγ

bookと略す）17）を用いて，それらがどの程度，かつ，ど

のような分野で採択収録されているかを調査した。この

Year　bookに収録されている文献は，一般的にみて，特

定の分野で，ある水準以上に達した業績であり，さら

に，その分野でパイオニア的意味をもつ研究と評価され

ている。イヤーブックそのものは，臨床医学の分野で

は，1900年に創刊されたものが多く，耳鼻咽喉科のもの

もこの時に出版され，75年以．ヒの歴史をもち，研究者と

S　C　1　Corporate　lndex

から大学名（医学部）を

用いて抽出

大学名（医学部）

第1著者
書二誌的事項

S　C　1　Source　lndex

で論文の共著者、標題

を調査

S　C　1　Source　lndex

で不明の場合は

原著で確認

Year　Book

of　Otolaryngology

（1968　一一　1977）

1．　Diseases　of　the　Nose，

　Throat　and　Ear．

2．　ScottrBrown’s　Diseases
　of　the　Ear，　Nose　＆　Throat．

3．　Otolaryngology

大学名（医学部）

著者

標題
書誌的事項

「一一一曽’　一一一一　　一鞠

著者別 大学別 雑誌預 主皇別 年代別 主題別 記代別 主題別

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　照合
L一一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿，＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿一一b＿一＿＿＿＿．一．＿＿＿＿J

　　　　　　　　　　　のロ　　
　　　　　　　　l　　　l内がアドバイザーの支援を受けた段階
　　　　　　　　L，＿願＿＿4

　　　　　　　　　　　　　　図1　カード作成手順とアドバイザーとの関係
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臨床医とのパイプ役をつとめる資料として世界中で利用

されている。18）一般的に雑誌に掲載された論文を評価す

る場合に，信頼のおける資料と言えよう。

　また，このYear　bookによる調査に附随して，世界

の主要な耳鼻咽喉科テキストブック3種，すなわち，Ba1－

1engerのDiseases（：ゾthe　nose，　thγoαt　and　eαr，12th

ed．，1977と，同じ著者のScott－Broacn’s　1）iseases　of

the　ear，　nose　and　thγoat，3rd　ed．，1971（以上イギリ

ス）およびPaparellaのOtolaryngology，1973（アメ

リカ）を用いて，SCJによって選ばれた日本人研究者

の論文が，どの程度引用されているかも調査した。

C・国際会議録の調査

　最後に，わが国の耳鼻咽喉科研究者の研究活動・研究

水準を予測する指標として，国際会議における日本人研

究者の発表論文を調査した。調査資料として，Excer：か

ta　medicaのlnternαtionαl　congress　seriesi9・）を使用

した。国際会議の発表は，一般にプライオリティーを主

張し，研究成果を将来に待つというものが多いため，将

来予測をする材料とみなし調査した。

　調査用のカード作成の操作と資料のとりまとめに際し

て，専門家のアドバイスをどの段階で受けたかを示す

と，図1のようになる。この操作の対象となったデータ

（SCIに収録されたわが国から外国欧文雑誌に掲載され

た論文，1年間判2，500（件）×10（年）＝25，000件）か

らスクリーニングされた基本カードを，大学戸別，外国

雑誌掲載論文数，雑誌別掲載論文数，主題分野別掲載論

文数，　y勿γbookへの収録論文数，

の引用数の分析に用いた。

IIL　結果と考察

テキストブックへ

A．欧文外国雑誌掲載の日本人研究者の論文の傾向

　前章に示した作業手順によって，SCIから選び出され

たわが国耳鼻咽喉科研究者の外国欧文雑誌掲載論文数

は，総数257であり，著者数は延べ674名（実数542名）

であった。この257枚を基本カードとし，以下各々の分

析結果について報告する。

1．　欧文外国雑誌の掲載論文数および著者数

　1967年から1976年までの10年間の欧文外国雑誌の掲載

論文数および著者数は前述したように，論文数で257，

著者数は674名（実数542名）であった。論文数，著者

数の推移は表1に示した通りである。論文数はこの10年

間に漸増する傾向を示し，特に1974．1975，1976の3年

間は増加が著しい。増加の割合は，1967年の8論文が，

1969年には2倍の16論文，さらに1972年には3倍の24論

文，そして1974年には4倍の32論文が生産された。

1975，1976年の2年の増加は著しく，平均1967年の論

文数の6倍を占めていることが判った。著者数も毎年増

加の傾向にあり，論文数と同様，1974，1975，1976年の

3年間に著しい増加をみ，1974年には，1967年の4倍，

1975年には6倍強に達している。1論文当りの著者数を

1967～1976年の10年問を平均して調べてみると，単独著

者による論文は20％にすぎず，80％は共著論文である。

表1　1967～1976年間の欧文外国雑誌のわが国の研究者の掲載論文数および著者数

年

区
分

1967

1968

1969

1970

1971

1972

T973

1974

1975

1976

合計

論

文

数

8

14

16

20

23

24

20

32

51

49

257

著　者

延
数

22

37

37

58

47

57

57

91

1　33

135

674

実
数

21

33

27

51

40

37

49

80

96

108

542

1論文

あたり

の平均

著者数

2．　8

2．　6

2．　1

2．　9

2．　0

2．　0

2．　8

2．　8

2．　6

2．　8

2．　6

1論文あたりの著者数
1　　名

論文数

1

2

5

3

7

8

3

3

9

11

52

90

12．5

14．　3

31．3

15．0

30．　4

33．　3

15．　0

9．　4

17．　6

22．　4

20．2

2　　名

論文数

3

3

3

5

11

6

4

13

18

8

74

90

37．　5

21．4

18．　7

25．0

47．　8

25．0

20．0

40．　6

35．　3

16．3

29．8

3　　名

論文数

1

7

6

5

3

6

7

8

15

17

90

12．　5

50．0

37．　5

25．　0

13．0

25．0

35．　0

25．　0

29．　4

34．　7

4　　名

75

論文数

3

2

2

5

1

1

5

2

4

9

2s．21　34

　　r

90

37．5

14．　3

12．　5

25．0

4．4

4．　2

25．0

6．　3

7．　8

18．4

13．2

5　　名

論文数

2

1

3

1

6

3

3

19

90

15．　0

4．　4

12．　5

5．　0

18．7

5．　9

6．　1

7．　4

6 名

論文数

2

1

3

90

4．　0

2．　1
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共著論文は3名の共著論文が最：も多く全体の29％を占

め，以下2名，4名，5名と続き，これらの合計は約50％

を占めている。共著による論文数は，年年増加の傾向に

あるが，特に1970年には5名共著が現われ，さらに1975

年には6名共著の論文が出現している。特に1975年以

降，2名共著が減少し，3名，4名，5名共著が増加し

ている。10年間の平均でも3名以上の共著論文が全体の

51％を占め，今後ますます多数執筆者の傾向を示してい

る。しかし，1論文あたりの平均著者数をみると，1969

年，1971年，1972年を除くと2．6～2．9の問であり，1

論文に対する著者数の著しい増加をみることはできなか

った。この耳鼻咽喉科の分野における1論文に対する著

者数の増加傾向は，この分野特有のものではなく，清原

20）も報告しているように，基礎および臨床医学の双方に

みられる一般的傾向である。

2．大学群別外国雑誌掲載論文数

　わが国の大学医学部・医科大学72丁丁，この分野の外

国雑誌に論文が掲載された大学は38校にすぎず，全体の

53％であった。このことは，残りの34校がこの10年間に

外国雑誌に1編の論文も発表しなかったことを示してい

る。論文数と学校群の双方で分類してみると，表2に示

されるように，京大，東大，九大，山口大，信州大，久

留米大，慶鷹大，帝京大の各大学が掲載論文数が多かっ

た。これらの8校で全体の59．5％を占め，他を圧倒して

いた。大学子別では，旧帝大グループ（東大以下7校）

が，合計100編で全体の38．9％を占め，ついで既設国立

大グループ（信州大以下12校）が83編で全体の32．3％を

占めていた。他に論文数の多いグループは既設私立大グ

ループ（久留米大以下8校）が37編で14．4％，公立大グ

ループ（和歌山大以下6校）が19編で全体の7．4％であ

った。新設私立医大グループ（帝京大以下3校）は17編

で全体の6．6％を占め，新設国立大は僅か1編であっ

た。新設私立医大で注目しなければならないのは，帝京

大の13編で全体の5。1％を占めていたことである。これ

は外国雑誌に掲載論文数の多い東大のスタッフが帝京大

に移動したためである。表2の中に大学間の研究者の移

動を点線で示しておいた。他の新設医大においても，帝

京大と同様，論文掲載数のある大学は，東大→北里大，

九大→福岡大および旭川医大，岡山大→川崎医大という

ように，既設の大学のスタッフが新設医大に進出してい

るためである。ここに個人名を明らかにすることはでき

ないが，新設医大に進出した研究者は，今回の10年間の

表2　大学細別の欧文外国雑誌への掲載論文数の分布と研究者の移動状況

論文掲
　　：載数

グループ別

旧　帝　大

既設国立大

既設私立大

新設私立大

公　立　大

新設国立大

10　以　上

京大（40），　東大（33），　九大（1①一一＿

信州大（18）

山口大（17）

久留米大（12）

一際大（10）

i……→帝京大（13）1一……

1一一一一一m．“一一r一一．一”一一一一一．．一一一．一一（一一一“一一一

9　以　下

東北大（7），阪大（6），北大（3），名大（1）

千葉大（8），長崎大（7），岐阜大（7），岡山大（6）

新潟大（4），東京医歯大（4），徳島大（4）

群大（3），神戸大（3），広島大（2）

関西医大（5），東京女子医大（4），岩手医大（2）

順天堂大（2），日大（1），東京医大（1）

一……一……
ｨ福岡大（2），川崎医大（1）

一……一一…一一 ｨ北里大（1）

和歌山医大（5），京府大（4），大阪市立大（4）

札医大（3），福島医大（2），名古屋市立大（1）

・………一一一一……一一一……一一一一一一一
ｨ旭ノ［医大（1）

掲載論文

実数

100

83

37

17

19

1

90

38．　9

32．3

14．　4

6．　6

7．　4

O．　4

〔（）内の数字は論文数を示している。　　　は研究者の移動を示している。〕
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調査で外国雑誌における掲載論文数の多い上位グループ

に所属した人達であった。ここで示された大学群別の外

国雑誌への論文掲載傾向は，筆者の昨年の報告と同様の

傾向を示している。大学群の長い伝統は無視し得ないも

のであることを示唆していると見ることができるであろ

う。

3．雑誌別掲面白文数

　SCIによって選び出されたわが国の耳鼻咽喉科研究者

の外国雑誌掲載論文257編は，31種の雑誌に分布してい

る。（表3）上位にある雑誌は，スウェーデンの国際雑誌

・4cta　otolaryn．ffologicaで，この1誌で全体の20．6％を

占めていた。以下アメリカのAnnalS（ゾotology，　rhln－

ology　and　laγyngologyの15．2％，　Archiz’esげoto－

rh　ino－lar）lngologyの14．4％と続き，これら上位3誌で

全体の50．2％に達している。そしてアメリカのArchiv－

es　of　otolaryngology（10．5％），スイスのORL（7．8

％），アメリカのLamp’ngoscoPe（7．0％），同じくノburnal

of∠4coustic　Society　of／Ameγica（5．1％）の4誌で全体

表3雑誌別掲載論文数
雑 誌 名

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

18．

19．

20．

21．

22．

23．

24．

25．

26．

27．

28．

29．

30．

31．

Acta　Otolaryngologica　（Stockholm）

Annals　of　Otology，　Rhinology　and　Lar．vngology　（St．　Louis）

Archiz’es　of　Oto－Rhino－Lar）’ngology　（New　York）

Archiz’es　of　Otolaryngology　（Chicago）

01～L；Jouγnal，南γ　Oto－1～hino一．乙aγyngolo93，　and　its　Boγdθrlαn‘1s

　（Basel）

LaryngoscoPe　（St．　Louis）

Journal　of　Acoustic　Societ．y　of　America　（New　York）

Agressologie　（Paris）

Audiology　（Basel）

Plastic　and　ReconstructiL’e　S・argery　（Baltimore）

Teratolog．v　（Philadelphia）

Ese，　Ear，　Nose　and　Throat　Monthly　（New　York）

Otolaryngologic　Clinics　of　Norh　America　（Philadelphia）

Ca”cer　Research　（Chicago）

Clinical　Allergy　（Oxford）

Journal　of　Laryngology　and　Otology　（London）

American　Journal　of　OPthalmology　（Chicago）

Acta　Hematologica　（Basel）

Acta　Radz’ologica　（Stockholm）

Antimicrobial　Agents　ChemotheraPy　（Washington）

Archives　of　Biochemistry　（New　York）

Archives　of　lnternal　Medicine　（Chicago）

Brain　Research　（Amsterdam）

Cancer　（Philadelphia）

Clinical　Chemistry　（New　York）

Human　Lleredity　（Basel）

ノ∂urnal（ゾCθ11　Biology（New　York）

Joumal　of　lnfectious　Diseases　（Chicago）

Journal　of　IVeurology　（Berlin）

Journal　of　Nezaroszargery　（Chicago）

Mount　Sinai　Journal　of　Medicine　（New　York）

Total

論文数

53

39

37

27

20

18

13

8

7

6

4

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

257

o／o

20．6　％

15．2　90

14．4　90

10．5　90

7．8　90

7．0　90

5．1　0／0

3．1　90

2．7　90

2．3　90

1．6　90

（合計3・9　90）

（合計5．8　90）

100　％

累積％

20．6　90

35．8　90

50．2　90

60．7　90

68．5　90

75．5　90

80．6　90

83．7　90

86．4　90

88．790

90．3　90

（禽．7勢

100　90
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の30．4％を占め，以上にあげた耳鼻咽喉科専門雑誌7誌

で全体の80．6％をカバーしている。ついで，耳鼻咽喉科

の関連領域である薬理，聴覚，形成外科関係の3誌で全

体の8．1％を占め，上位10誌で全体の88．7％となり，

耳鼻咽喉科のcore　journa1に集中化していることが判

明した。残り21誌は全体の僅か11％強であり，これら

は，がん，アレルギー，感染症等多岐の分野に分布して

いた。このことは，おのおのの専門分野での研究者にと

ってcore　journa1の重要性を示す一iつの証拠であろう。

4．主題分野別掲載論文数

　これまでは，耳鼻咽喉科全体をみてきたが，10年間の

研究内容の変化をみるため，分野別推移を調査した。主

題分野の分類には，Year　bookαf　otolaryn．aology，1976

の目次の6分野12項目に着目し，各分野項目別に分けて

研究論文数を調べた。21）（この分類は以後利用すること

とし，ことわりがない限り，このYear　bookの分類を

用いる。）SC1によって選び出された外国雑誌掲載論文

を前述のy勿γ∂ooみの主題分野項目に準拠して分類し

た結果は，表4に示す通りである。最初に分野別にみる

と（A）“The　Ear”が154編で全体の59．9％，次いで，

（B）“The　Nose　and　Throat”が57編（22．2％）で，

“The　Ear”および“The　Nose　and　Throat”で全体

の82．1％を占める。そして，アレルギー，感染症など耳

鼻咽喉科全般に関係する（F）“General　Otolaryngoloy”

が全体の6．6％を占め，これらの総計は全体の88．7％を

占めている。残りの11％強は，（D）“Head＆Neck　On－

cology”の5．4％と（E）‘‘Plastic　Reconstructive　Sur－

gery”の3．9％，そして（C）“Bronchoesophagology”

の2．0％という耳鼻咽喉科関連分野であった。

　次に主題分野内の個々の項目に分類してみると，（A）

“The　Ear”のうち，（A2）“Hearing　and　Hearing　Test”

の論文が70編で全体の27．2％を占め，（A1）Vestibular

Function　and　Vertigo”が51編で19。8％に達していた。

次いで多いのは，（B）“The　Ndse　and　Throat”のうち

の（B1）“Laryngology”が28編で全体の10．9％を占め，

これら3項目で57．9％を占め，他を圧倒していた。この

事から，このような分野・項目の研究者がわが国に多い

ことが推測される。

B・イヤーブヅクに収録された日本人研究者の論文

　外国雑誌に発表された論文の水準と評価を知るため，

SCIによって選び出されたわが国の耳鼻咽喉科研究者の

論文257編でYear　bookに収録された論文数を調査す

ると，図2に示されたようになった。　Year　bookは前

年度発表された論文の中から選択し収録するため，調査

の際は，論文掲載年度に合わせ，翌年度の　Yeαr　book

を採用した。そのためにグラフの掲載年度の1967年のと

表4　主題分野別掲載論文数
区 分

A：　The　Ear

L
2．

3．

4．

5．

Vestibular　Function　and　Vertigo

Hearing　and　Hearing　Test

Otosclerosis　and　Stapes　Surgery

Facial　Nerve　and　Tumors

The　External　Ear，　Eustachian　Tube，　Middle　Ear　and　Mastoid

B：　The　Nose　and　Throat

　　　1．　Rhinology　and　Maxillofacial　Surgery

　　　2．　Oral　Cavity　and　Pharynx

　　　3．　Laryngology

C：　Bronchoesophagology

D：　Head　and　Neck　Oncology

E：　Plastic　and　Reconstructive　Surgery

F：　General　Otolaryngology

Total

論文数

154

57

5

14

10

17

（51）

（70）

（　2）

（11）

（20）

（12）

（17）

（28）

257

90

59．9

22．2

2．0

5．4

3．9

6．6

（19．8）

（27．2）

（　O．8）

（　4．3）

（　7．8）

（　4．7）

（　6．6）

（10．9）

100．0

（注　区分はYear∂oo々of　ololaryng’ologγ，1977の目次を基にした分類）
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　　全体が掲載論文数

この部分’がYeaγあ。糾懸最論文数

’67　’68　’69　’70　’71　’72　’73　’74　’75　’76

図2　1967～1976年間の欧文外国雑誌への掲載論文

　　　数およびYear　bookへの収録論文数

ころに示されたYear　bookは1968年のものであり，

1976年のそれは1977年のものである。グラフの中の数字

は論文数を示す。ここでYeαr　bookを採用した理由は，

Year　bookに収録された論文は，毎年世界中で発表さ

れた論文の中から，①その分野で一定の水準以上に達し

た研究，さらに，②その分野での先駆者的な意味を持つ

研究と評価された論文，あるいは，③内容的に一流であ

る文献が選択収録されているという考えに基づき，わが

国の耳鼻咽喉科の研究水準を知ろうとしたところにあ

る。図2に示されるように，日本人による外国雑誌掲載

論文の数は，毎年着実に増加していったがYear　booleに

収録される論文数はかならずしも毎年増加の傾向を示し

ていない。1973年には，わが国から20論文が外国雑誌に

掲載されたが，　Yeαr　bookには一編も収録されなかっ

た。10年間のYear　bookの収録傾向は，1967～1973年

の7年間は論文の収録数は不安定で，増減の差が著しか

ったが，1974，1975，1976の3年間は収録論文数が着実

に増加の傾向にあることを示している。このようにYeαr

bookに日本人耳鼻咽喉科研究者の論文が収録されてい

るということは，論文内容が，世界的なレベルで評価を

与えられたとみてよいであろう。〕「ear　bookに収録さ

れた論文数を考える場合に見のがす事のできないものの

一つに，editorの問題がある。しかし，ここでeditor

と収録論文の関係を論じることは，筆者の知識では不可

能なため，この点については触れないでおく。

2．主題分野別論文数

　わが国から多数の論文が外国雑誌に掲載され，それに

対応してYear　bookへの採択率も最近になって」二昇し

つつあることは，前項でふれておいたが，　Year　book

に収録された1967年から1976年までの10年間の日本人研

究者の論文は，どんな主題のものがどれほど採択されて

いるかを調べると図3のようになる。分野別にみると，

　（A）　“The　Ear，”　43／154　（28．090）

　（B）　“The　Nose　and　Throat，”　8／57　（14．090）

　（C）　“Bronchoesophagology，”　O／5　（O　90）

　（D）　“Head　and　Neck　Oncology，”　2／14　（14．3％）

　（E）　“Plastic　and　Reconstructive　Surgery，”　3／10

　　　（3090）

　（F）　“General　Otolaryngology，”　O／17　（O　90）

であった。

　次いで主題別の採択率をみると以下のようになる。こ

こで採択率を用いたことは各主題別の研究分野での日本

人研究者の当該分野に寄与している状態を知ろうとした

ものである。　（E）“Plastic　Reconstructive　Surgery”

の採択率は非常に高く3／10で（30％）の割合で収録され

ている。続いて，　（A5）“The　External　Ear，　Eusta－

chian　Tube，　Middle　Ear　and　Mastoid”は5／20で

（25％）の割合で収録され，以下，（B1）“Rhinology

and　Maxillofacial　Surgery”は2／12（17％），（B　3）

“Laryngology”は4／28　（14．3％），（A1）‘‘Vestibular

and　Vertigo，’は　2／51　（3．9％），（D）“Head　and

Neck　Oncologゾ’は2／14（14．3％），そして，（B2）“Oral

Cavity　and　Pharynx”は2／17（11．8％）であった。
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o 10 20 30 40 50 60 70　、1命，文：数

A：The　Ear

1．Vestibular　Function　and

　Vertigo

2．　Hearing　and　Hearing　Test

（2　：　3．99i）

　3．Otosclerosis　and　Stapes

　　Surgery
　4．　Facial　Nerve　and　Tumors

　5．The　External　Ear，

　　Eustachian　Tube，　Middle
　　Ear　and　Mastoid

B：The　Nose　and　Throat

（10　：　149frJ）

（o　％）

（1　o　r％1

1．　Rhinology　and　Maxillofacial

　Surgery

2．Oral　Cavity　and　Pharynx

（5　：　25％）

（2　：　17％）

（2　：　11．89b’）

3．　Laryngology

C　：　Bronchoesophagology

（4　：　14，3％）

（o　％）

外国雑誌掲載論文
．一一一一一A一一一’一一一’x

LY一ノ

Yeaγbookへの収録論文数

（　　）内は収録実数とその率

D：Head　and　Neck　Oncology （2　：　14．3％）

E　：　Plastic　and　Reconstructive

　Surgery
F　：　General　Otolaryngology

（3　：　30％）

（o　％）

図3　1967～1976年間の欧文外国雑誌への掲載論文の主題別論文数とYear　bookへの収録率

しかし，　（A3）“Otosclerosis　and　Stapes　Surgery，”

（A4）　“Facial　Nerve　and　Tumor，”　（C）　Bronchoeso－

phagology，”（F）“Genera10tolaryngology”の分野

では，1編も　Year　bookに収録されていなかった。耳

鼻咽喉科の場合，わが国では以前から，鼻とのど（The

Nose　and　Throat）が得意な分野で，技術的にも高い

と言われていたが，　Year　bookの採択率からみてもこ

のことが確かめられたと考えられる。

3．　Year　book　における日本人研究者の論文収録数の

　　推移

　Yeαr　bookに収録された1968年から1977年までの10

年間の日本人研究者の研究論文数の推移をみると，図4

のようになる。ここでは日本人研究者の収録文献数を2

つに分け，グラフの下の黒い部分は，外国人との共同研

究論文，上の白い部分は日本人のみの研究論文とした。

1968年から1975年までは，外国人との共同研究論文が，

日本人のみの研究論文より数の上で上回っていたが，

1976年，1977年の2か年では，それが逆になっているこ

とが示された。1968年から1977年春での10か年間の

Year　bookの総収録文献数2，444のうち，日本人のみ

の研究論文数は30で全体の1．2％，外国人との共同研究

論文数は53で全体の2．2％を占めていた。この双方の合

計論文数は83で3．4％に達した。この3．4％という数字

が高いものか，あるいは低いのかは他の臨床医学分野の

同様な調査結果を待たなければ速断できないが，1977年

には日本人のみの研究論文がYear　bookの収録文献総

数の3．6％を占め，外国人との共同研究論文を含めると

5．2％になっている。この数字は注目に値するものと思

われる。また近年，日本人のみの研究論文の収録が盛ん

になったのは，留学巾の研究者が帰国し，それらの研究

者の論文が増加したのではないかと推測される。この点

もまた研究者に個々に面接などの手段により確めて詳細

に調査しなければならない点であろう。

　次にこの間の事情を詳細な数字にし，表5に示す。

　さらに1968年から1977年までの10年間の　YeαPt　book

に収録された主題別の論文数を表6で示しておく。

　主題別では（A）“The　Ear”のうち，（A　2）“Hearing

and　Hearing　Test”が32．5％で最も多く，次いで（B）
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図4　Yeαr　book中の日本人の研究論文収録数の推移

“The　Nose　arld　Throat”の　（B　3）“Laryngology”

が（21．7％）でこれに次ぎ，以下，（A1）“Vestibular

Function　and　Vertigo”　9．690，　（A　5）　“The　External

Ear，　Eustachian　Tube，　Midclle　Ear　Mastoid”　8．50／o，

（B1）“Rhinology　and　Maxillofacial　Surgry”6％の

順であった。

C・外園の主要テキストブヅクに引回された口本人研究

　　者の論文数

　SCIによって選び出されたわが国の耳鼻咽喉科研究者

の外国雑誌掲載論文の貢献度を知るいま一つの指標とし

て，世界の主要なテキストブヅクにどの程度引用されて

いるかを調査した結果を示すと表7のようになる。Bal－

lengerのDJsθαsθs　of　the　nose，　throat　and　ear，12th

ed．1977では，日本人のみによる研究論文5編が引用さ

れていた。　Ballengerのこの著書は，イギリスで発行

され70年の歴史を持つ世界的な耳鼻咽喉科のテキストブ

ックである。また，同じくイギリスで発行されている包

括的なテキストブック，　Scott－Brou’n’s　Diseases　of

tke　eαr，　noseαnd　throαt，3rd　ed，1971は，日本人の

みの研究論文が1編，外国人との共著の論文が2編の計

3編が引用されていた。一方アメリカで，1973年に発行

されたPaparellaの包括的なテキストブック，　Otolar一

脚gologyでは，日本人のみの研究論文が8編，外国人と

の共著論文が18編で計24編が引用されていた。イギリス

のテキストブックとアメリカのテキストブックを比較し

てみると，わが国の耳鼻咽喉科研究者の研究論文はアメ

リカでの引用がイギリスよりも高い傾向にある。また先

表5　Year　booleの年度別収録文献総数：及び日本人研究論文の占める割合

Year

1968

1969

1970

1971

1972

1973

1974

1975

1976

1977

Total

Year　Book収録文献総数

172

246

247

253

247

246

280

265

238

250

2，　444

A　日本人のみの研
　　究論文

実　　数

2

2

1

5

2

1

0

3

5

9

30

90

1．　2

0．　8

0．　4

2．　O

O．　8

0．　4

0

1．　1

2．　1

3．　6

1．2

B　外人との共同研
　　究論文

実　　数

4

7

6

8

5

4

6

5

4

4

53

90

2．　3

2．　8

2．　4

3．　2

2．　O

L6
2．　1

1．　9

1．　7

1．　6

2．　2

A＋Bの合計

実　　数

6

9

7

13

7

5

6

8

9

13

83

90

3．　5

3．　7

2．　8

5．　1

2．　8

2．　0

2．　1

3．　0

3．　8

5．　2

3．　4
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表6 y勿γbook中の日本人研究論文の主題十六文数

主 題 別

A：　The　Ear

L
2．

3．

4．

5．

Vestibular　Function　and　Vertigo

Hering　and　Hearing　Test

Otosclerosis　and　Stapes　Surgery

Facial　Nerve　and　Tumors

The　External　Ear，　Eustachian　Tube，

Middle　Ear　and　Mastoid

B：　The　Nose　and　Throat

　　　　1．　Rhinoiogy　and　Maxillofacial　Surgery

　　　　2．　Oral　Cavity　and　Pharynx

　　　　3．　Laryngology

C：　Bronchoesophagology

D：　Head　and　Neck　Oncology

E：　Plastic　and　Reconstructive　Surgery

F：　General　Otolaryngology

Total

A　日本人のみの
　　　研究論文

実　数

17

（　2）

（10）

（　，r，）

　8

（　2）

（　2）

（　4）

　2

　3

90

B　外国人との共
　　　同研究論文

30

実　数：

56．7

（　6．7）

（33．3）

（16．7）

26．7

（　6．7）

（　6．7）

（13．3）

　6．7

10．0

100．0

26

（　6）

（17）

（　1）

（　2）

19

（　3）

（　2）

（14）

　4

　2

　1

　1

53

90

49．1

（11．3）

（32．1）

（　1．9）

（　3．8）

35．8

（　5．6）

（　3．8）

（26．4）

　7．5

　3．8

　1．9

　1．9

100．0

A＋Bの合計

実　数

43
（　8）

（27）

（　1）

（　7）

27

（　5）

（　4）

（18）

　4

　4

　4

　1

83

90

51．8

（　9．6）

（32．5）

（　1．2）

（　8．5）

32．5

（　6．0）

（　4．8）

（21．7）

　4．8

　4．8

　4．8

　1．2

100．0

表7　外国の主要なテキストブヅクに引用された論文の主題別発表年次と論文数

Subject

（Al）　Vestibular　．Function

　　　and　Vertigo

（A2）　Hearing　and

　　　Test

Hearing

（B2）　Oral　Cavity　and

　　　Pharynx

　Ballenger，　John　Ja－

cob：　Diseases　of　the

Nose，　Throat　and　Ear，

12th　ed．　Philadelphia，

Lea　＆　Febiger，　1977．

日本人のみ
の論文

年次

1968

1969

1970

1971

（B3）　Laryngology
l
i　19．　71

論文数

1

1

1

1

1

5

外国人との
共著

年次 論文数

Tota1 5

　Ballenger，　J．　＆　Grov－

es，　J．：　Scott－Brown’s

Diseases　of　the　Ear，

ノ＞loseαクzd　　7ソ2γoat，　3rd

ed．　London，　Butter－

worth，　1971．

日本人のみ
の論文

年次

1969

論文数

1

1

外国人との
共著“

年次

1967

1968

論文数

1

1

2

3

　Paparella　＆　Shu－

mick：　Otolar）’ngology．

Philadelphia，　Saunders，

1973．

日本人のみ
の論文

年次

1967

1968

1969

論文数

3

2

3

8

外国人との
共著

年次

1967

1969

1967

1968

1969

1970

1967

1968

1969

論文数

1

2

3

1

6

1

1

1

2

18

26
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に述べた分類を用いてみると，次の2分野，4項目

　（A　1）　“Vestibular　Function　and　Vertigo，”

　（A2）　“Hearing　and　Hearing　Test，”

　（B2）“Ora1　Cavity　and　Pharynx，”および

　（B　3）　“Laryngology”

で引用されており，その他の分野では引用された論文は

ない。この収録傾向はYear　bookと同様であった。ま

た，論文の著者に関して言えることは，日本人のみによ

る研究論文よりも外人との共著論文の方が多く引用され

ていた。なお，テキストブックが発行された年次と引用

された論文の発表年次は各々の主題について表7に詳細

に記しておいた。それによると多少の相違はあるが，い

ずれのテキストブックも1967年から1971年までに発表さ

れた論文を引用していた。

　この章のテキストブックに引用された日本人研究者の

論文については，専門家のアドバイスを受けながら，そ

のテキストブックで引用された論文がどのように処遇さ

れているかについても調査しなくてはならないであろ

う。しかし，今回はその点には触れられなかった。

D・国際会議における発表演題数

　各国の耳鼻咽喉科の研究体制が盛んであるか否かをみ

るために，1961年の第7回，1965年の第8回，1969年越

第9回，1973年の第10回の耳鼻咽喉科国際会議の発表演

題数を調査した。この国際会議の発表演題数の調査は，

第7回のみはProceedingsが刊行されていないため，抄

録版（abstracts）22）を使用した。第8回以降はそれぞれの

P’roceedingS23）を用いて分析した。国際会議での発表は

研究内容の独創性，普遍性などに基礎がおかれるのは当

然であるが，その他に会議出席のための経済的支持にも

左右されることは否めないし，また，研究発表時期の時

間的都合（演題の受理と発表年月日のずれ）も出てくる。

その他多くの一子を考え合わせてみると，国際会議での

発表演題数の多寡はその国のその学問の研究体制の底力

に関係しているとみてよいであろう。表8に耳鼻咽喉科

国際会議における各国の発表演題数を一覧にした。この

表では1～10位までをとり，10位までの国の発表演題実

数とその百分率を示しておいた。この表によると国際会

議におけるアメリカの発表演題数が多いことが目につ

く。現在他の諸学問もアメリカを中心に動いているもの

が多いが，耳鼻咽喉科もその例外でない。その他の国と

しては，西ヨーロッパの諸国の活躍が著しい。日本は，

第8回国際会議が日本で行われたこともあり，アメリカ

に次いで54と発表演題数が多かったが，第9回国際会議

では13となり1／4に落ちている。そして第10回国際会議

表8　耳鼻咽喉科国際会議に於ける各国の発表演題数

順

位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

7t五　International
Cong．　1961　［France］

国　　名

France

United　States

Italy

Germany
United　King－

　dom
Japan

Yugoslavia

Spain

Union　of
　So　viet

　Socialist
　Republics

Argentine
etc．

Total

実数1％

52

48

32

31

26

25

17

16

16

12

72

350

14．9

13．7

9．1

8．9

8．3

7．1

4．9

4．6

4．6

3．4

20．5

100．0

8th　lnternational
Cong．　1965　［Japan］

国　　名

United　States

Japan

Germany
France

Egypt

India

Italy

Sweden
United　King－

　dom

Spain

etc．

実数

80

54

20

13

8

7

6

6

6

　6

182

388

90

20．6

13．9

5．2

3．4

2．1

1．8

1．5

1．5

1．5

1．5

47．0

100．0

9th　lnternational
Cong．　1969　［Mexico］

国　　名

United　States

Germeny
France

Japan

Sweden

United　King－

　dom
Italy

Switzerland

Canada

Mexico
etc．

実数

59

14

14

13

8

8

6

6

6

5

31

170

90

34．7

8．2

8．2

7．6

4．7

4．7

3．6

3．6

3．6

2．9

18．2

100．0

10th　lnternational
Cong．　1973　［ltaly］

国　　名

United　States

Germany
Italy

Poland

United　King－

　dom
Spain

Romania
France

Austria

India

etc．

実数

26

26

17

14

10

9

8

7

6

6

69

198

90

13．1

13．1

8．6

7．1

5．1

4．6

4．1

3．5

3．0

3．0

34．8

100．0

（注：Germanyには東西ドイツを含む．）
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では，発表演題数は僅か4となり全体に占める割合も

2．0％であった。次の第11回国際会議（アルゼンチン）

では，日本の発表演題数は全体の15％を占めていた。24）

しかし，Excerpta　Meaica　Foun4ationのlnteγnationαl

ooπg’ress　seriesが未刊のため，各国の演題数の詳細は

わからないが，わが国が発表演題数の多い方にランクさ

れていたことは確であろう。1973年の第10回国際会議の

発表演題数が極めて少なかった原因は，1960年代後半か

ら1970年初期にかけて，各大学で吹き荒れた学園紛争の

影響であると考えられる。他の学問分野でも，おそらく

この学園紛争のため，研究の停滞は大きかったものと思

われる。この表の中で興味ある国はスペインであろう。

国際会議にスペインの発表が多いことは，同国において

当該分野の研究が盛んなことを示しているとみてもよい

のではないかと考えられる。それはまた，スペイン語が

耳鼻咽喉科にとって捨てることはできないことを示唆し

ているものとみてよいであろう。25）第7回から第10回ま

での4回の国際会議における日本の発表演題数の合計は

96で，合計1，106演題のうちの8．7％を占めていた。アメリ

カの発表演題数は213で全体の19．3％に達し，日本の2．2

倍であった。その他の国の演題数をあげると，ドイツ，

91（8．2％），フランス，86（7．8％），イタリア，61（5．5

％），イギリス，50（4．5％）であった。表8に見られる

ように，上記の国ぐには，どの会議においてもコンスタ

ントに発表しており，耳鼻咽喉科の研究体制の基礎がし

っかりしているとみてよいであろう。

　今までSCIによって選び出されたわが国の耳鼻咽喉

科研究者の外国雑誌掲載論文をいろいろな角度からみて

きたが，日本の耳鼻咽喉科の世界における水準を概観す

ることが，多少ともできた。筆者が1967年から1976年ま

での10力年間を調査対象にしたことは，いささか主観的

であったかもしれないが，最近の日本の耳鼻咽喉科を知

る範囲としては十分と考えたためであった。そして，こ

の10年間の調査により，ある程度，日本の耳鼻咽喉科研

究者の動向を知ることができた。

IV．　ま　と　め

　従来から，わが国の医学研究論文がどのように外国で

取り扱われていたかは，情報関係者として興味のあると

ころであった。しかし，日本人の感覚として，それを計

量的に把握すること，あるいは，それに関しての論文

は，あまりなかった。ここでは，耳鼻咽喉科の領域をと

りあげ，SCIによって抽出された1967年から1976年ま

での10年間の全国大学医学部・医科大学に所属する研究

者の外国雑誌掲載論文を基礎データとして計量的に分析

した。そしてこの分野の研究の動向，研究水準を調査

し，次のような結論を得ることができた。

1．全国大学医学部・医科大学に所属する耳鼻咽喉科研

　究者の1967年から1976年までの10年間の欧文外国雑誌

　掲載論文の総数は257編，掲載雑誌の種類31，著者数

　延べ674人（実数542人）であった。

2．掲載論文数は，この10年間漸増の方向にあり，1論

　文あたりの平均著者数は，2．0～2．9人であった。

3．全国大学医学部・医科大学72校中，外国雑誌に論文

　が掲載された大学は38校（52．8％）で，掲載論文数の

　多かった大学は，京大（40編），東大（33編），信州大

　（18編），山口大（17編），帝京大（13編），久留米大

　（12編），九大（10編），慶鷹大（10編）で，その他30

　校にわたっていた。

4．掲載された雑誌名をみると，Acta　otolar＞，ngologica

　（Stockholm）が53編，全体の20．6％を占め，次いで

　Annals　of　o　tology，　rheJnology　and　laryngology　（St．

　Louis）　39編（15．2％），　Archiz’es　of　oto－rhinolaγ一

　夕ng・olog：y（New　York）37編（14．4％）で，この3誌

　で全体の50％を超えていた。ここでもcore　journ．　al

　の重要性が示唆されている。

5．y勿γbookαf　otolaγp’ngology，1977の分類，6分

　野12項目に分けて掲載論文の状態をみると，分野別で

　は，“The　Ear”が154編で，全体の59．9％に達して

　おり，次いで，“The　Nose　and　Throat”が57編

　（22．2％）であり，この2分野で全体の82．1％を占め

　ていた。項目別では，“Hearing　and　Hearing　Test”

　が70編（27．2％），“Vestibular　Function．　a：nd　Ver－

　tigo”の51編（19．8％），　“Laryngology”の28　i編

　（10．9％）で，これら3項目で57．9％を占めていた。

6．1968年から1977年までの10年間のYear　bookに

　収録された日本人耳鼻咽喉科研究者の外国雑誌掲載論

　文は，1975年のYear　bookから増加の傾向がみられ

　た。分野別での採択率をみると，　“The　Nose　and

　Throat”の分野が全体にわたっており，他の分野で

　は，採択が一様でなかった。

7．Year　book　における日本人耳鼻咽喉科研究者の論

　文収録数の推移は，1968年から1975年までは，外国

　人との共同研究論文がrl本人のみの研究論文より数の

　上で上回っていたが，1976年，1977年置2年では逆転

　し，日本人のみの研究論文が多くなった。このことは
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　日本人研究者の自立を示すものとみてよいであろう。

8．3種の外国の主要なテキストブック　（Ballenger：

　Diseases　of　the　nose，　throat　and　ear，　12th　ed．

　1977．，　Ballenger：　Scott－Brown’s　diseases　of　the

　ear，　nose　and　throat，3rd　ed．1971．，および

　Paparella：Otolαryn．aolog：y，1973）に引用された日本

　人耳鼻咽喉科研究者の論文について見ると，イギリス

　のTe　・vt　bookよりもアメリカのText　bookのほう

　が引用度が高く，分野別に見ると，“Vestibular　Fu－

　nction　and　Vertigo，”　“Hearing　and　Hearing

　Test”，“Ora1　Cavity　an．d　Pharynx”，および“Lar－

　yngology”の4分野で引用され，その他の分野では

　引用論文はなかった。また山川された論文の発行年は

　1967～1971のものであった。

9．国際会議におけるわが国の耳鼻咽喉科研究者の発表

　演題数について見ると，第7回（1961年），第8回

　（1965年），第9回（1969年），第10回（1973年）の4

　回の合計で96であり，総演題数1，106のうちの8．7％

　を占め，アメリカに次いで第2位であった。第10回の

　発表演題数が4と激減しているのは，学園紛争の影響

　を受けたものであろう。

10．新設医大で掲載論文数の多い大学は，既設医大の上

　位グループから研究スタヅフが移動したものであり，

　この場合，研究内容の連続性がうかがわれた。

11．外国雑誌への掲載論文数とYear　booleへの収録数

　から，日本人研究者の得意分野は“The　Ear”と“The

　Nose　and　Throat”であることがうかがえる。

　本稿を終えるにあたり，専門的な立場から助言をいた

だいた防衛医科大学校耳鼻咽喉科教室平出文久助教授

と，種種有益な助言をいただいた防衛医科大学校公衆

衛生学教室清水勝嘉氏に対し，謹んで感謝の意を表す

る。
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